
学校運営協議会報告会 
１ 日 時  平成２１年２月１４日（土）午前１０時～ 
２ 場 所  京都市立修学院小学校 体育館 
３ 内 容      （１）理事長あいさつ 
（２）学校長あいさつ 

 ・本校の学校運営協議会のこれまでの経過報告及び     

今後の動き 
（３）各委員会の委員さんへの委嘱状渡し 
（４）歌と話 講師「高石ともや」氏  
・地域の人が学校に関わっていくという姿は，京都は進

んでいる。ここにいるみなさんは自信を持っていい。 
         ・「待つ人がいると信じる」ことが生きる力になる。家庭が

子どもにとって「待つ人がいる」場所であってほしい。 
         ・明るい声であいさつすると相手も明るくなる。人を元気

させるには自分から明るく元気に。地域のみんなが子どもに

声かけをする。明るい声であいさつを続けることが大

切だ。大きく元気な声で周りが変わる。 
 ・「よかったね」と言ってもらえると嬉しくなる。ど

んなにつまらない話でも最後に「よかったね」と言っ

てやる。そうすることで何でも話せるようになる。家

でも「今から話をするから終わったら“よかったね”

と言ってねと約束したり，役割を決めたりしておくと

いい。 
・名前を呼ぶときは，フルネームで。それはその人の

存在を認めることになる。 
・修学院の校歌はいい。（バイオリンで演奏）校歌をきちん

とした姿勢で正しく歌えることが大切だ。校歌を正しく

歌うことは，この学校の１人であるという思いをもたせ

ることになる。 
・負けた人が勝った人に拍手する。（じゃんけんゲーム）心

がなくても拍手する。そのうちに気にならなくなる。相

手をたたえることが大切だ。 
・親が子どもに負けることが大切だ。頭から押さえつける

のではなく，子どもの心に寄り添っていくことが必要だ。 
４ 参加人数 約２００人 



５ 修学院小学校学校運営協議会組織図 
平成２０年度 
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学校運営への参画・支援       教育活動の説明・情報発信 
基本方針の理解           基本方針の説明 

          

  理 事 会        顧問 
理事長１名，理事６名           PTA 会長 

 

           推進委員会 
 

学校安全委員会    学び支援委員会   開かれた学校委員会 

学校の安全，登下校での   学習に関わる活動を支援した   学校評価の検討を行い， 

安全のための取組を進めた  り，学校での学びについて考   開かれた学校にするための 

り，新たな取組を考えたり  えたりする。          手立てを考えたり，活動の 

する。                           広報をしたりする。 

アドバイザー（理事）    アドバイザー（理事）      アドバイザー（理事） 

安全主任          研究主任            教務主任 

・避難訓練         ・参観日，研究授業       ・学校だより 

 ・パトロール        ・ゲストティチャー       ・広報関係 

 ・生活点検         ・伝統文化／お茶・花     PTA 本部役員 

 ・校門指導        PTA 本部役員          ・PTA 情報発信 

PTA 本部役員        読書ボランティア代表      学校評価 

見守り隊体調        おはなしきらら隊代表      ・内容検討，分析考察 

放課後まなび教室代表    国際ボランティア代表      幼保小中連携 

１１０番の家代表      ワクワクワークショップ代表   運営協議会活動広報 

スクールガードリーダー   土曜学習塾（漢字：代表）    地域行事（体育振興会） 

                   （かるた：代表）  


